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１．令和７年（２０２５年）１０月２１日午前１０時 

  豊中市教育委員会会議を第二庁舎３階大会議室に招集する。 

 

２．本日の出席委員等 

教 育 長 岩 元   義 継 

教育長職務代理者 山 野   佳世子 

委      員 赤 尾   勝 己 

委      員 松 本   裕 美 

委      員 堀 田   博 史 

委      員 黒 田   久美子 

 

３．本日の議事日程 

第１         議事録署名委員の指名について 

第２         前回議事録の承認について 

第３         教育長等の報告について 

第４         その他 
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４．本日の出席事務局職員 

事 務 局 長   森 山  幸 雄 

教 育 政 策 監   中 尾  栄 一 

理 事   堤   昌 子 

次長兼学校給食課長   勝 井   隆 文 

次 長   花 山     司 

教 育 総 務 課 主 幹   尾 崎   誠 一 

教 育 総 務 課 長 補 佐   西 岡   良 和 

学 校 施 設 管 理 課 長   桑 田  篤 志    

読 書 振 興 課 長   西 口   光 夫 

教 職 員 課 長   倉 田   仁 一 

学 校 教 育 課 長   小 渡     豊 

学 校 教 育 課 主 幹   亀 田   悦 郎 

学 校 教 育 課 主 幹   佐 加   康 彦 

児 童 生 徒 課 長   込 山   隆 之 

学び育ち支援課主幹兼課長補佐   津 田     晋 

中 央 公 民 館 長   本 田   光 直 

社 会 教 育 課 長 補 佐   荒 井   啓 子 

 

５．本日の書記 

教育総務課総務係長   武 市   香 織 

教 育 総 務 課 主 査   外 園   博 人 

教育総務課事務職員   吉 村   勝 也 

教育総務課事務職員   塩 塚   明 良 
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― 議 事 ― 

                                      

岩元教育長 

 ただいまから教育委員会会議を開催いたします。 

 まず、本日の会議の進行について、教育委員会委員のみなさまにお諮りします。 

 会議時間の短縮のため、本日の会議の進行については、議事日程の朗読や議案等の

朗読は省略したいと思いますが、ご異議ございませんでしょうか。 

 

（異議なしの声あり） 

 

岩元教育長 

 それでは、本日の会議の進行につきましては、議事日程の朗読や議案の朗読は省略

させていただきます。 

 本日の会議の成立要件をご報告ください。 

 

武市書記 

 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第１４条第３項の規定により、教育長及

び在任委員の過半数が出席されていますので、本日の会議は有効に成立していること

を報告いたします。 

 

岩元教育長 

 本日の議事日程については、議案書の１ページに記載のとおりです。 

 それでは、議案書等を閲覧用として傍聴人に配付して下さい。 

 

（事務局より配付） 

 

岩元教育長 

 まず日程第１・議事録署名委員の指名につきましては、今回は山野委員と黒田委員

にお願いいたします。 

 日程第２・前回議事録の承認につきましては、既に会議録を委員の皆様方に配付し

ております。また、署名委員のご署名をいただいておりますので、原案のとおり承認

することにご異議ございませんでしょうか。 
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（異議なしの声あり） 

 

岩元教育長 

 ご異議ございませんので、前回議事録の承認につきましては、原案のとおり承認す

ることにいたします。 

 続きまして、日程第３・「教育長等の報告について」を議題といたします。 

 

森山事務局長 

 私から２点報告いたします。 

まず、インフルエンザ感染症について報告いたします。 

インフルエンザ流行状況については、市内における定点あたりの患者数について、

９月２９日から１０月５日の週において、１.７９となり、前の週の１.２１と比較し

て増加傾向にあり例年の傾向から１２月にかけて感染が広がる可能性があります。 

一方、新型コロナウイルスの発生状況ついては、市内における定点あたりの患者

数が１.５７となり前の週の３.４３と比較して減少傾向にあり例年の傾向から１２月

までは低い値で推移するものと考えられます。 

感染症における学級休業状況は、９月１日から１０月５日において、小学校１０

校及び義務教育学校１校の合計１１校で、学年休業はありません。 

感染症が起因する学級休業の割合は、インフルエンザ６４％、新型コロナウイル

ス３６％となり、感染性胃腸炎での休業はありません。 

今後、感染症の流行に備えて、市立学校では手洗いの励行など、引き続き感染対策を

継続し、感染の拡大防止に努めているところです。 

次に、 水泳授業支援業務委託についてご報告いたします。  

今年度は、昨年度から実施の克明小学校・豊島北小学校に、新たに桜塚小学校を

加え、小学校３校において、民間事業者への委託による水泳授業を実施いたしました。 

克明小学校では６月１６日から９月８日まで、桜塚小学校では４月２１日から９

月２９日までの期間に、スポーツクラブのルネサンス豊中にて、施設休館日である毎

週月曜日に実施いたしました。  

豊島北小学校では７月１日から９月１８日までの期間に、履正スイミングクラブ

曽根にて、施設営業日に一般利用者と共用する形で実施し、いずれの学校も、天候に

よる中止・延期等はなく実施できました。  
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学校からは、「天候によって中止になることがなく、計画通り実施できて良かっ

た」という声や、「少人数グループでの、子どもたち一人ひとりのレベルに合った指

導により、泳力向上につながった」といった声が多く聞かれました。 

 

岩元教育長 

 ただいまの報告について、ご質問、ご意見等はございますでしょうか。 

 

（ありませんの声あり） 

 

岩元教育長 

 それでは、ご質問等ないようですので、日程第３・「教育長等の報告について」を

終了することにいたします。 

 続きまして日程第４・「その他」といたしまして、「第八中学校区における学園開

校準備について」を、事務局より報告のうえ、意見交換を行います。 

それでは、内容の説明をお願いいたします。 

 

亀田主幹 

「第八中学校区における学園開校準備について」、概要をご説明いたします。 

本件は、令和８年４月、学園制（小中一貫型小中学校）に移行を予定しておりま

す第八中学校区の学園名を「千里わかば学園」とすることについて、ご議論をいただ

くものでございます。 

 資料に沿ってご説明いたします。 

まず、「１．校名案「千里わかば学園」」についてです。 

こちらは第八中学校区の児童・生徒会で提案された「千里わかば学園」、「千里

縁翔学園」、「千里桜豊学園」の３候補について、資料に記載の４観点を伝えたうえ

で、各小中学校で、校名案に関するアンケートを実施し、寄せられた回答理由を踏ま

え、校名を選定いたしました。 

なお、4 観点については、 

①今後長い間、みんなで使うことをふまえて、親しみを持って使い続けられるもの。 

②こどもたち、保護者、地域のみなさんに受け入れやすいもの。 

③校名の理由がはっきりしていて、わかりやすいもの。 

④地理的、歴史的、文化的な特徴をあらわすもの。 

でございます。以上の観点に基づき、検討を行った結果、 
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・小学 1 年生から中学 3 年生の子どもたちにとって、わかりやすく、読みやすい学園

名であること。 

・親しみを持って使うことができること。  

・「わかば」という言葉から生まれる「生き生きとした成長」のイメージがあること。 

・緑や自然の多い第八中学校区の特徴を表している。 

などから、「千里わかば学園」を案といたしました。 

次に、「２．選定経過」についてです。 

令和７年７月に、学園名の公募を第八中学校区の各小中学校において実施し、約

２８０通の応募がありました。８月下旬には第八中学校区の児童会・生徒会役員によ

る候補の絞り込みを実施しました。９月に各小中学校で３つの学園名についての印象

と理由を尋ねるアンケートを実施し、約１,２００名が回答しました。 

９月下旬にアンケートの結果をふまえ、第八中学校区校長会にて総合的に考慮し、学

園名を案として選定いたしました。 

さらに、「３．校名候補に関する意見」についてです。 

資料中の黒点の文章については児童生徒からの意見を、四角囲みの中については

総評を記載しております。 

「千里わかば学園」につきましては、選定のための４つの観点について幅広い意

見が一番多くありました。なお、アンケートでは、学園名を「とても気にいった」

「気にいった」「そうでもない」の３つの質問項目で尋ねましたが、「そうでもない」

の意見の中には、全体に馴染みやすい一方で、幼さを感じるという意見もいくつかあ

りました。 

「千里縁翔（えんしょう）学園」については、「縁」を「緑」と取り違える回答

が散見され、「えんしょう」という音がマイナスイメージに繋がるという意見がいく

つかありました。 

「千里豊桜（おうほう）学園」については、「豊」と「桜」の文字が豊中市と校

区の自然を象徴しているという理由から、賛同する意見が多くみられました。一方で、

漢字や読み方が難しいため、小学生には難しいという意見も少なくなく、「桜豊」の

音がマイナスを連想させるという意見もいくつかありました。 

最後に、「４．今後の予定」についてです。 

学園名については、今後、第八中学校区各小中学校の教職員・児童生徒、保護者

等、地域への周知を行います。 
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また、所要の手続き、調整を経まして、令和８年４月１日施行を目標に、教育委

員会事務局所管の規則における、学園名等の制定について、教育委員会会議へ提案す

る予定でございます。 

以上、第八中学校区の学園名について「千里わかば学園」を教育委員会事務局案

として、ご議論いただきますようお願い申し上げます。 

 

岩元教育長 

来年４月より、第八中学校区において小中一貫型小中学校、いわゆる学園制を開

始します。それに先立ち、学園名を広く募集し、当事者である児童・生徒の意見を聞

きながら議論を重ね、本案を作成しました。 

なお、義務教育学校である庄内さくら学園・庄内よつば学園の校名選定において

も同様の手法を採用しており、児童・生徒が直接的かつ主体的に関わることで、自ら

の学校へのアイデンティティ形成に結びついていると思います。今回の第八中学校区

においても、児童・生徒の意見を集約し、この案に絞り込みができました。今後は、

子どもたちが愛着を持てるような学園になることを期待しています。 

 ただいまの説明について、ご質問、ご意見等はございますでしょうか。 

 

（ありませんの声あり） 

 

岩元教育長 

 それでは、ご質問、ご意見が特にないようですので、この案で調整等を進めていた

だきますようお願いいたします。また、日程第４・「その他」を終了することにいた

します。 

以上で本日の議事日程はすべて終了いたしました。これをもちまして教育委員会

会議を閉会いたします。 


